
〔全体の評価講評：共同生活援助（グループホーム）〕 令和7年度
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《事業所名： 太陽と風》

2

利用者と家族の事情を勘案しながら、可能な範囲で広報誌を家族へ送付し、利用者への理解を深め
ていくことに期待したい

さらなる改善が望まれる点

ホームでは、個別支援計画を利用者の希望を尊重して作成し、必要な支援を実施している。また、将来の地域
生活を見据え、入居中から社会福祉協議会の地域権利擁護など外部サービスの利用をすすめ、地域で暮らす
力を育んでいる。通過型ホームでの３年間の支援を基本としているが、一人暮らしが難しい場合には滞在型グ
ループホームへの移行も検討している。退居時には関係者会議を実施し、役割や支援の継続方法を確認して
いるほか、退居後６か月間のフォローや夕食会・バス旅行への参加などを通じて関係性を保ち、継続的な支援
につなげている。
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特に良いと思う点

質の高い支援と社会的な貢献を通じて地域において高い信頼を得ており、さらなる発展を目指してい
る

ホームでは、福祉事務所、地域活動支援センター、医療機関など多様な関係機関から幅広く利用者を受け入れ
ており、地域において高い信頼を得ている。また、医療観察法対象者の受け入れ実績を有するなど、専門性の
高い支援も実践している。さらに、看護学生や精神保健福祉士実習生を積極的に受け入れ、福祉人材の育成
にも貢献している。こうした取り組みにより、当ホームへのニーズは高く、将来的な増設も検討している。今後も
質の高い支援と社会的貢献を継続し、地域に信頼されるグループホームとして一層の発展を目指している。

利用者とともに歩み、伴走する姿勢を大切にしながら、利用者の長所や希望などを活かした支援に
取り組んでいる

入居中から地域生活を見据えた支援に取り組み、退居後にも夕食会やバス旅行への参加などを通
じて関係性を継続している

職員は、利用者の障がいや病気の特性を理解し、地域で自立して生活できるように寄り添った支援を行ってい
る。利用者ができない部分に焦点を当てるのではなく、利用者の長所や能力、希望などを活かすことを重視して
いる。無理に促さず、本人が気づき、選択するまで待つ自然体の姿勢を大切にしている。整った環境のもと、利
用者は職員の伴走を受けながら障害や病気と向き合い、安心して生活できるようになっている。嫌なことは嫌と
言える自由さも尊重されており、利用者は穏やかで落ち着いた暮らしを送ることができている。
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利用者の中には親子の確執があるケースもあり、職員は家族と対立しないように利用者本人の意思を尊重した
支援をしている。家族の面会も少ない状況であり、家族に利用者への関心を高めてもらうことも必要と思われ
る。事業所で発行している「太陽と風から『風のたより』」は、行事を通して利用者の状況や退居者のメッセージ
が記載されており、家族が見ても心温まる内容となっているが、家族への送付は行っていない。広報誌を通じて
家族の利用者への理解が深まることもあると思われるため、事情を勘案しながら可能な範囲で送付していくこと
に期待したい。

職員の心身の安全につながる、支援スキルのさらなる向上やメンタルヘルス対策などを一層充実さ
せていくことに期待したい

ホームでは法人の虐待防止委員会に参加し、日常の支援場面を振り返り、不適切な対応の予防や改善策を共
有している。虐待防止研修もあり、今年度はアンガーマネジメントをテーマにして、感情コントロールの力を高め
ている。一方で、利用者の障害特性により、職員に攻撃的な言動をとる場合もあり、職員自身が心身を守る必
要があるケースも生じている。職員が利用者に対して適切な関わりをすることと合わせて、職員の心身の安全
につながるような、支援スキルのさらなる向上やメンタルヘルス対策などを一層充実させていくことに期待した
い。

滞在型ホームの支援において、利用者の自立への意識を高め、地域生活に挑戦していく利用者を増
やしていくことに期待したい

個別支援計画の作成にあたっては、本人から出てくる希望や考えを大切にしている。個別面談や日常的な関わ
りの中で利用者の意向を把握している。滞在型ホームでは、折に触れて自立への思いを伝え、利用者の状況を
踏まえながら意欲向上を図っている。しかし、経済的な理由で自立が難しい場合も多いため、本人のペースを尊
重しつつ、将来の見通しを共有し、主体的な目標設定を根気強く支援している。難しい課題であるが、利用者の
自立をあきらめず、生活スキルの向上を図り、地域生活に挑戦していく利用者を増やしていくことに期待したい。
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